
装置の概要

○槽内寸：300mm×300mm×300mm
○温度範囲：40～240℃
○圧力範囲：101～0.1kPa

試料を真空中で加熱し乾燥および脱ガスを行う装置です。

真空恒温槽
（DP300）

〒963-0297
郡山市待池台１丁目１２番地
TEL：024-959-1739（金属・物性科科）
FAX：024-959-1761

区分 単位 料金(円)

設備
使用

真空恒温槽
（DP300）

1時間ごと 710

依頼
試験

試料調整
1試料に
つき

2,000

【仕様】

【主な用途】

試料の前処理ができます！

【装置の特徴】

【型式等】
○装置名称：真空恒温槽
○メーカー：ヤマト科学(株)
○型 式：DP300

郡山
R7
導入

料金・問い合わせ先 併せて使うと効果的です！

下記の分析用前処理としての試料の乾燥および脱ガス処理
○電子プローブマイクロアナライザ
○電界放出型走査型電子顕微鏡
○走査型電子顕微鏡
○エックス線光電子分光分析装置

＊本装置は上記の前処理専用に用途を限定している装置です。内部の清浄度を保つため
樹脂脱泡や試料乾燥などの他用途には使用できません。

○その他の施設・設備は、福島県ハイテクプラザ 施設・設備データベース
からご覧いただけます。
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